
復建調査設計株式会社

平成 28 年度 

国指定円山川下流域鳥獣保護区及びラムサール条約 

登録予定拡張区域における生物モニタリング 

及び区域図等作成業務 

報 告 書 

平成 29 年 2月 

環境省 近畿地方環境事務所 



復建調査設計株式会社 

目 次

１．業務概要 ........................................................................................................................................................................................... 1 

1.1 業務目的 .................................................................................................................................................................................... 1 

1.2 業務名称 .................................................................................................................................................................................... 1 

1.3 業務期間 .................................................................................................................................................................................... 1 

1.4 業務場所 .................................................................................................................................................................................... 1 

1.5 業務項目 .................................................................................................................................................................................... 1 

1.6 業務発注者 ............................................................................................................................................................................... 1

1.7 業務受注者 ............................................................................................................................................................................... 2 

２．国指定鳥獣保護区指定区域検討のための調査及び根拠資料の作成 .................................................................. 4 

2.1 調査方法 .................................................................................................................................................................................... 4 

2.2 調査結果 .................................................................................................................................................................................... 8 

３．国指定鳥獣保護区及び特別保護地区の区域図データ等作成 .............................................................................. 74 

3.1 作成内容 ................................................................................................................................................................................. 74 

3.2 作成した図面 ......................................................................................................................................................................... 74

４．ラムサール条約登録予定区域図データ作成 .................................................................................................................. 84 

4.1 作成内容 ................................................................................................................................................................................. 84 

4.2 作成した図面 ......................................................................................................................................................................... 84

５．面積の算出 ................................................................................................................................................................................... 89 

5.1 面積算出の対象 .................................................................................................................................................................. 89 

5.2 面積算出結果 ....................................................................................................................................................................... 89 
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１．業務概要

1.1 業務目的

兵庫県豊岡市に流れる円山川流域は豊かな自然が現存し、周辺には水田地帯が広がってい

る。この円山川流域のうち「円山川下流域・周辺水田」は、コウノトリの重要な生息地として、

国指定鳥獣保護区に指定されているとともに、平成 24 年 7 月にはラムサール条約湿地に登録

されている。 

上記エリアの上流に位置する流域では、円山川の右岸側には、支川の出石川や六方川が流

れており、その周辺には水田や農業用水路が広がっている。コウノトリの個体数の増加に伴い、

採餌も頻繁にみられるようになり、本流域は、本種にとって、重要な生息地となっている。こ

のため、新たに円山川中流域を国指定鳥獣保護区及び特別保護地区に指定し、併せてラムサー

ル条約への登録を目指すこととした。 

本業務は、円山川下流域の上流に位置する流域におけるラムサール条約湿地のエリア拡張

に向けた国指定鳥獣保護区を指定するための基礎資料として、拡張区域内の動植物の生息・分

布情報を収集・整理し、指定登録に必要な区域図を作成することを目的とするものである。 

1.2 業務名称

平成28年度国指定円山川下流域鳥獣保護区及びラムサール条約登録予定拡張区域における

生物モニタリング及び区域図等作成業務 

1.3 業務期間

自 平成 28 年 11 月 1 日  ～  至 平成 29年 2月 15日 

1.4 業務場所

兵庫県豊岡市周辺（図 1.4.1 参照） 

1.5 業務項目

(1) 業務打ち合わせ･･･････････････････････････････････････････････････ 3 回 

業 務 着 手 時：平成 28年 11 月 10 日 

中 間 時：平成 29年 1月 13 日 

成果物とりまとめ時：平成 29年 2月 13 日 

(2) 国指定鳥獣保護区指定区域検討のための調査及び根拠資料の作成･･････ 一式 

(3) 国指定鳥獣保護区及び特別保護地区の区域図データ等作成････････････ 一式 

(4) ラムサール条約登録予定区域図データ作成･･････････････････････････ 一式 

(5) 面積の算出･･････････････････････････････････････････････････････ 一式 

(6) 結果のとりまとめ････････････････････････････････････････････････ 一式 

1.6 業務発注者

環境省 近畿地方環境事務所
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1.7 業務受注者

復建調査設計株式会社 神戸事務所 所長 安倍政勝 

○営業担当 神戸事務所 営業課 瀬尾昭廣 

ＴＥＬ（078）241-5045 

●業務担当 広島本社 環境部 生物環境課 

広島市東区光町２丁目１０番１１号 

ＴＥＬ(082)506-1837 ＦＡＸ（082）506-1892 

管理技術者：竹下邦明（技術士【建設部門：建設環境】、【水産部門：水産水域環境】）

担当技術者：若宮慎二（技術士【建設部門：建設環境】、2級ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ計画・施工管理士） 

梅本章弘（2 級ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ計画管理士）

二神良太（自然再生士補）
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図 1.4.1 業務位置図
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２．国指定鳥獣保護区指定区域検討のための調査及び根拠資料の作成

2.1 調査方法

2.1.1 拡張区域内における動物相の生息状況調査 

新たに国指定鳥獣保護区を指定する区域内に生息する動物相（鳥類）を調査した。調査は、

六方田んぼと加陽湿地（図 2.2.1 及び図 2.2.2 参照）とし、各地域 1日の計 2日とした。 

調査は、スポットセンサス法によって行った。スポットセンサス法の詳細は、「平成 28

年度河川水辺の国勢調査 基本調査マニュアル[河川版]（鳥類調査編）」（国土交通省水管理・

国土保全局、平成 28年 1 月）（以下、マニュアルという）に従った。確認種は、「目」「科」

「種または亜種名」「種の指定状況等（国指定特別天然記念物、国指定天然記念物、環境省

レッドリスト指定状況、国内希少野生動植物種、国際希少野生動植物種等）」をリストに整

理した。 

調査計画は表 2.2.1 に示すとおりである。 

≪参考資料１ マニュアルの抜粋≫ 

表 2.2.1 調査計画 

調査場所 
・六方田んぼ（図 2.2.1(1)参照） 

・加陽湿地（図 2.2.1(2)参照） 

調査時期 平成 28 年 11月 14 日～15 日 

調査方法 

各調査場所に約 500m 間隔で設定した調査定点（図 2.2.1(1)、図 2.2.1(2)

参照）で、スポットセンサス法により鳥類を記録する。調査員は双眼鏡や

望遠鏡（フィールドスコープ）を用い半径 200m を基本とする範囲で確認

される鳥類を記録する。200ｍを超えるものについては同定できた場合に

記録する。各定点での観察時間は 10 分とし、定点間は自動車で移動する。

観察時間帯は、原則として午前（日出時刻～正午）とする。午後は、調査

場所を踏査し、確認される鳥類を補足的に記録する。 

実施体制 
調査員 2名で作業を実施する。調査員は、無線機を所持し、互いの行動を

把握するように努める（安全管理）。 
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≪参考資料２ マニュアルの抜粋≫

2.1.2 既存資料の収集・整理 

新たに国指定鳥獣保護区を指定する区域内において、過去に調査された動植物相のデータ

等を収集整理した。収集整理した主な資料は以下に示す通りである。 

・平成 22 年度コウノトリの野生復帰に関する支援業務（円山川下流域コウノトリ生息環境総
合評価調査）報告書（平成 23年 2月） 

・平成 25 年度コウノトリ生息地創出のための生物モニタリング業務報告書（平成 26 年 3月） 

・平成 27 年度コウノトリ生息地創出のための生物モニタリング業務報告書（平成 28 年 3月） 

・円山川河川環境モニタリング調査業務報告書（平成 24 年 4 月） 

・円山川河川環境モニタリング調査業務報告書（平成 26 年 8 月） 

・円山川河川環境調査業務報告書（平成 27 年 6月） 

・円山川自然再生モニタリング調査業務報告書（平成 23 年 4 月） 

・円山川自然再生モニタリング調査業務報告書（平成 25 年 7 月） 

・円山川生物調査業務報告書（平成 28 年 5月） 
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図 2.2.1 調査位置図（六方田んぼ）

※ ○は各スポットの 200m 範囲を示す 

※ ポイントの色の違いは 2名の調査員の担当地点を示す 
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図 2.2.2 調査位置図（加陽湿地）

※ ○は各スポットの 200m 範囲を示す 

※ ポイントの色の違いは 2名の調査員の担当地点を示す 
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2.2 調査結果

2.2.1 生息状況調査結果 

(1) 結果概要 

今回の現地調査によって確認された鳥類は、表 2.2.1 に示すとおりである。全体で 54 種の鳥

類が確認された。六方田んぼでは 43 種、加陽湿地で 44種が確認された。 

確認された 54種の鳥類のうち 16 種が、環境省レッドリスト等に掲載されている重要種に該当

した。 
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表 2.2.1 現地調査で確認された鳥類 

1.六方 2.加陽 文化財保護法 種の保存法 環境省RDB2012 緑の国勢調査 兵庫県RL2013 近畿RDB 近畿ランク

1 キジ キジ キジ ● ●

2 カモ カモ オカヨシガモ ●

3 カモ カモ ヨシガモ ● ☆ 越冬 3

4 カモ カモ ヒドリガモ ● ●

5 カモ カモ マガモ ● ● ☆ 繁殖 3

6 カモ カモ カルガモ ● ●

7 カモ カモ ハシビロガモ ● ●

8 カモ カモ オナガガモ ●

9 カモ カモ コガモ ● ●

10 カモ カモ カワアイサ ● ☆ 越冬 3

11 カイツブリ カイツブリ カイツブリ ● ●

12 カイツブリ カイツブリ カンムリカイツブリ ● ☆ 稀少種 繁殖 3

13 ハト ハト キジバト ● ●

14 コウノトリ コウノトリ コウノトリ ● ● ☆ 特天 国内希少 CR 稀少種 A

15 カツオドリ ウ カワウ ● ●

16 ペリカン サギ アオサギ ● ●

17 ペリカン サギ ダイサギ ● ●

18 ペリカン サギ コサギ ●

19 ツル クイナ オオバン ● ● ☆ 繁殖 3

20 チドリ シギ タシギ ● ☆ B 越冬 3

21 チドリ シギ イソシギ ● ● ☆ C 繁殖 2

22 タカ ミサゴ ミサゴ ● ☆ NT 稀少種 A 繁殖 2

23 タカ タカ トビ ● ●

24 タカ タカ オオタカ ● ☆ 国内希少 NT 稀少種 B 繁殖 3

25 タカ タカ ノスリ ● ● ☆ B 越冬 3

26 フクロウ フクロウ コミミズク ● ☆ B 越冬 2

27 ブッポウソウ カワセミ カワセミ ● ☆ 注 繁殖 3

28 キツツキ キツツキ コゲラ ●

29 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ ● ● ☆ 稀少種 越冬 3

30 スズメ モズ モズ ● ●

31 スズメ カラス ミヤマガラス ● ●

32 スズメ カラス ハシボソガラス ● ●

33 スズメ カラス ハシブトガラス ● ●

34 スズメ シジュウカラ ヤマガラ ●

35 スズメ シジュウカラ シジュウカラ ● ●

36 スズメ ヒバリ ヒバリ ● ●

37 スズメ ヒヨドリ ヒヨドリ ● ●

38 スズメ ウグイス ウグイス ●

39 スズメ エナガ エナガ ●

40 スズメ ムクドリ ムクドリ ● ●

41 スズメ ヒタキ ツグミ ● ●

42 スズメ ヒタキ ジョウビタキ ● ●

43 スズメ ヒタキ ノビタキ ● ☆ A 繁殖 3

44 スズメ ヒタキ イソヒヨドリ ●

45 スズメ スズメ スズメ ● ●

46 スズメ セキレイ ハクセキレイ ● ●

47 スズメ セキレイ セグロセキレイ ● ●

48 スズメ セキレイ タヒバリ ●

49 スズメ アトリ アトリ ●

50 スズメ アトリ カワラヒワ ● ●

51 スズメ アトリ シメ ●

52 スズメ ホオジロ ホオジロ ● ●

53 スズメ ホオジロ アオジ ● ● ☆ A 繁殖 3

54 （ハト） （ハト） ドバト ●

54 43 44 16 1 2 3 5 10 15 15

重要種の選定基準

種数

重要種
区域

No 目名 科名 種または亜種名
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（2） 六方田んぼ 

六方田んぼの現地調査で確認された鳥類は表 2.2.2 に示すとおりである。六方田んぼでは、12

定点と任意観察を通して 43 種 816 個体の鳥類が確認された。確認された 43 種の鳥類のうち 11

種が、環境省レッドリスト等に掲載されている重要種に該当した。 

六方田んぼで確認された鳥類の総個体数の多かった上位 10 種は、図 2.2.1 に示すとおりであ

る。スズメが最も多く総個体数の 18％を占め、ミヤマガラス（14％）、ムクドリ（10％）、カル

ガモ（8％）と続いた。水田が広がる環境を反映して、スズメ、ミヤマガラス等の個体数が多か

った。 

スズメ
18%

ミヤマガラ
ス

14%

ムクドリ
10%

カルガモ

8%
ヒドリガモ

6%

マガモ
6%

ドバト
4%

ヒヨドリ

4%

カワウ
4%

ツグミ

4%

その他
22%

六方たんぼ
総種数：43種

総個体数：816個体

図 2.2.1 六方田んぼで個体数の多かった上位 10種の鳥類
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表 2.2.2 六方田んぼの現地調査で確認された鳥類 

六1-1 六1-2 六1-3 六1-4 六1-5 六1-6 六2-1 六2-2 六2-3 六2-4 六2-5 六2-6 任意 総計

1 キジ キジ キジ 3 3

2 カモ カモ ヒドリガモ 50 50

3 マガモ 31 19 50 ○

4 カルガモ 3 5 18 7 15 18 66

5 ハシビロガモ 1 1

6 コガモ 5 10 6 21

7 カイツブリ カイツブリ カイツブリ 2 2

8 カンムリカイツブリ 1 1 ○

9 ハト ハト キジバト 2 1 3

10 コウノトリ コウノトリ コウノトリ 2 1 3 6 ○

11 カツオドリ ウ カワウ 1 1 1 1 1 26 31

12 ペリカン サギ アオサギ 1 1 2 4

13 ダイサギ 1 1 2 4

14 コサギ 1 1

15 ツル クイナ オオバン 1 1 2 4 ○

16 チドリ シギ タシギ 1 1 ○

17 イソシギ 1 1 ○

18 タカ タカ トビ 1 1 2 1 1 6 12

19 オオタカ 1 1 2 ○

20 ノスリ 1 1 2 ○

21 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ 1 1 ○

22 スズメ モズ モズ 1 1 1 1 1 1 2 8

23 カラス ミヤマガラス 4 60 2 30 15 111

24 ハシボソガラス 1 2 1 3 8 1 2 1 19

25 ハシブトガラス 2 1 3

26 シジュウカラ ヤマガラ 1 1

27 シジュウカラ 2 2

28 ヒバリ ヒバリ 2 4 2 1 1 1 4 15

29 ヒヨドリ ヒヨドリ 2 2 1 8 2 10 5 3 33

30 ウグイス ウグイス 1 1 2 4

31 ムクドリ ムクドリ 40 42 82

32 ヒタキ ツグミ 3 4 1 13 1 1 8 31

33 ジョウビタキ 1 2 3

34 ノビタキ 2 2 ○

35 スズメ スズメ 12 5 2 5 7 15 10 50 6 8 28 148

36 セキレイ ハクセキレイ 1 3 3 7

37 セグロセキレイ 2 2 1 2 7

38 タヒバリ 2 2

39 アトリ アトリ 4 4

40 カワラヒワ 8 4 2 2 1 5 22

41 ホオジロ ホオジロ 2 2 1 5

42 アオジ 3 1 4 ○

43 （ハト） （ハト） ドバト 1 4 32 37

29 43 54 21 65 46 32 21 140 14 38 11 302 816 －

12 15 13 10 11 6 5 5 5 7 7 4 38 43 11

個体数

種数

六方たんぼ
重要種No 目名 科名 種または亜種名
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（3） 加陽湿地 

加陽湿地の現地調査で確認された鳥類は表 2.2.3 に示すとおりである。加陽湿地では、14 定

点と任意観察を通して 44種 990 個体の鳥類が確認された。確認された 44種の鳥類のうち 12 種

が、環境省レッドリスト等に掲載されている重要種に該当した。 

加陽湿地で確認された鳥類の総個体数の多かった上位 5種は、図 2.2.2 に示すとおりである。

コガモが最も多く総個体数の 41％を占め、スズメ（13％）、オオバン（7％）、カワラヒワ（6％）、

ムクドリ（3％）と続いた。湿地環境が存在することから、コガモ、オオバン等の水鳥の個体数

が多かった。 

コガモ

41%

スズメ
13%

オオバン
7%

カワラヒワ
6%

ムクドリ
3%

その他
30%

加陽湿地
総種数：44種

総個体数：990個体

図 2.2.2 加陽湿地で個体数の多かった上位 10種の鳥類
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表 2.2.3 加陽湿地の現地調査で確認された鳥類 

加1-1 加1-2 加1-3 加1-4 加1-5 加1-6 加1-7 加2-1 加2-2 加2-3 加2-4 加2-5 加2-6 加2-7 任意 総計

1 キジ キジ キジ 2 1 3

2 カモ カモ オカヨシガモ 2 2

3 ヨシガモ 2 2 ○

4 ヒドリガモ 12 2 14

5 マガモ 4 2 6 ○

6 カルガモ 3 7 10

7 ハシビロガモ 10 4 14

8 オナガガモ 25 25

9 コガモ 5 405 410

10 カワアイサ 1 1 ○

11 カイツブリ カイツブリ カイツブリ 1 1

12 ハト ハト キジバト 1 1 2

13 コウノトリ コウノトリ コウノトリ 3 1 1 2 1 2 10 ○

14 カツオドリ ウ カワウ 1 1 1 4 8 3 1 6 25

15 ペリカン サギ アオサギ 1 1 1 1 2 6

16 ダイサギ 1 1 1 1 1 1 2 8

17 ツル クイナ オオバン 35 5 3 25 68 ○

18 チドリ シギ イソシギ 1 1 2 ○

19 タカ ミサゴ ミサゴ 1 1 ○

20 タカ トビ 1 1 1 3 3 9

21 ノスリ 1 1 2 ○

22 フクロウ フクロウ コミミズク 1 1 ○

23 ブッポウソウ カワセミ カワセミ 1 1 ○

24 キツツキ キツツキ コゲラ 1 1 2

25 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ 2 2 ○

26 スズメ モズ モズ 1 2 1 1 1 1 7

27 カラス ミヤマガラス 8 12 20

28 ハシボソガラス 1 3 1 1 1 1 2 1 2 13

29 ハシブトガラス 3 1 2 1 1 2 1 1 12

30 シジュウカラ シジュウカラ 2 1 2 5

31 ヒバリ ヒバリ 2 2 3 4 1 12

32 ヒヨドリ ヒヨドリ 2 2 2 6 12

33 エナガ エナガ 20 2 22

34 ムクドリ ムクドリ 5 6 5 4 1 8 29

35 ヒタキ ツグミ 1 1 1 3

36 ジョウビタキ 1 1 1 3

37 イソヒヨドリ 1 1

38 スズメ スズメ 3 7 5 16 2 3 3 2 10 10 10 10 30 2 13 126

39 セキレイ ハクセキレイ 1 1 1 3

40 セグロセキレイ 1 1 2 1 2 1 1 3 12

41 アトリ カワラヒワ 30 5 1 2 21 59

42 シメ 4 4

43 ホオジロ ホオジロ 6 1 3 5 1 2 1 19

44 アオジ 1 1 ○

56 27 19 64 18 50 17 9 19 49 25 17 41 9 570 990 -

12 9 10 11 9 13 11 6 8 8 8 7 4 5 35 44 12

個体数

種数

加陽湿地
重要種No 目名 科名 種または亜種名

- 13 -



復建調査設計株式会社

2.2.2 既存資料の収集整理結果 

(1) 収集整理した既存資料 

本業務では、表 2.2.4 に示す 17 編の既存資料を収集整理した。 

表 2.2.4 収集整理した既存資料 

No 調査名 報告書名 発行年 発行者 調査概要

1 河川水辺の国勢調査（植物）
円山川河川環境モニタリング

調査業務　報告書
平成24年4月

国土交通省近畿地方整備局

豊岡河川国道事務所

調査場所：円山川水系内の7地点

調査時期：春季（6/7～10）、秋季（10/11～14）

調査方法：現地踏査による目視確認

2
河川水辺の国勢調査

（両生類・爬虫類・哺乳類）

円山川河川環境調査業務

報告書
平成27年6月

国土交通省近畿地方整備局

豊岡河川国道事務所

調査場所：円山川水系内の6地点

調査時期：春季（5/7～10、夏季（6/24～27）、秋季

（9/30～10/3）

調査方法：フィールドサイン法、無人撮影法、ト

ラップ法、任意観察法

3 河川水辺の国勢調査（鳥類）
円山川自然再生モニタリング

調査業務　報告書
平成25年7月

国土交通省近畿地方整備局

豊岡河川国道事務所

調査場所：円山川水系の1km距離標（左右岸）

調査時期：繁殖期（6/6～8）、越冬期（12/17～19）
調査方法：スポットセンサス法

4 河川水辺の国勢調査（魚類）
円山川生物調査業務

報告書
平成28年5月

国土交通省近畿地方整備局

豊岡河川国道事務所

調査場所：円山川水系内の10地点

調査時期：夏季（7/26～31、8/28～29）、早春季

（4/5～7、4/19～20）

調査方法：漁具を用いた採捕確認

5
河川水辺の国勢調査魚類
（底生動物）

円山川生物調査業務　報告書 平成28年5月
国土交通省近畿地方整備局
豊岡河川国道事務所

調査場所：円山川水系内の9地点

調査時期：春季（6/17～19）、早春季（2/17～19）
調査方法：Dフレームネットによる定性調査、採泥

器、サイバーネットを用いた定量調査

6
河川水辺の国勢調査

（陸上昆虫）

円山川河川環境調査業務

報告書
平成27年6月

国土交通省近畿地方整備局

豊岡河川国道事務所

調査場所：円山川水系内の6地点

調査時期：春季（5/6～9）、夏季（7/22～25）、秋

季（10/8～10）

調査方法：任意採集法、ライトトラップ法、ピット

フォールトラップ法、目撃法

7 平成22年度自然再生関連調査
円山川自然再生モニタリング

調査業務　報告書
平成23年4月

国土交通省近畿地方整備局

豊岡河川国道事務所

調査場所：直轄管理区間内の整備箇所

調査時期：春季、夏季、秋季、冬季、早春季

調査方法：採捕、採集を基本とする現地確認

8 平成23年度自然再生関連調査
円山川河川環境モニタリング

調査業務　報告書
平成24年4月

国土交通省近畿地方整備局

豊岡河川国道事務所

調査場所：直轄管理区間内の整備箇所

調査時期：春季、夏季、秋季、冬季、早春季

調査方法：採捕、採集を基本とする現地確認

9 平成24年度自然再生関連調査
円山川自然再生モニタリング

調査業務　報告書
平成25年7月

国土交通省近畿地方整備局

豊岡河川国道事務所

調査場所：直轄管理区間内の整備箇所

調査時期：春季、夏季、秋季、冬季、早春季
調査方法：採捕、採集を基本とする現地確認

10 平成25年度自然再生関連調査
円山川河川環境モニタリング
調査業務　報告書

平成26年5月
国土交通省近畿地方整備局
豊岡河川国道事務所

調査場所：直轄管理区間内の整備箇所

調査時期：春季、夏季、秋季、冬季、早春季

調査方法：採捕、採集を基本とする現地確認

11 平成26年度自然再生関連調査
円山川河川環境調査業務

報告書
平成27年6月

国土交通省近畿地方整備局

豊岡河川国道事務所

調査場所：直轄管理区間内の整備箇所

調査時期：春季、夏季、秋季、冬季、早春季

調査方法：採捕、採集を基本とする現地確認

12 平成27年度自然再生関連調査 円山川生物調査業務　報告書 平成28年5月
国土交通省近畿地方整備局

豊岡河川国道事務所

調査場所：直轄管理区間内の整備箇所

調査時期：春季、夏季、秋季、冬季、早春季

調査方法：採捕、採集を基本とする現地確認

13
下流域における動植物生息状況

調査（既存文献調査）

平成22年度コウノトリの野生

復帰に関する支援業務（円山

川下流域コウノトリ生息環境

総合評価調査）報告書

平成23年2月 環境省近畿地方環境事務所

調査場所：豊岡市周辺

調査時期：平成18年度～平成21年度

調査方法：既存調査結果等の収集整理

14 水生植物調査（六方たんぼ）

平成 25 年度コウノトリ生息

地創出のための生物モニタリ

ング業務　報告書

平成26年3月 豊岡市

調査場所：円山川中流域（円山川、出石川、六方
川、六方田んぼ）

調査時期：冬季（12/6～9）

調査方法：現地踏査による目視確認

15 魚類調査（六方田んぼ）

平成 27 年度コウノトリ生息

地創出のための生物モニタリ

ング業務　報告書

平成28年3月 豊岡市

調査場所：六方田んぼ及び周辺水路内に設定した25

地点

調査時期：夏季（7/23～24）

調査方法：投網、タモ網による採捕

16 コウノトリ調査

平成 28 年度コウノトリ生息

地創出のための生物モニタリ

ング業務　報告書

平成28年12月 豊岡市

調査場所：豊岡市内

調査時期：平成27年～平成28年

調査方法：既存資料の収集整理

17 コウノトリ調査 コウノトリ関連資料 平成28年
兵庫県立

コウノトリの郷公園

調査場所：豊岡市内

調査時期：平成24年～平成28年

調査方法：目撃法
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(2) 収集整理結果

① コウノトリの生息状況 

ここでは、兵庫県立コウノトリの郷公園による調査研究の成果をもとに、2012 年から 2016 年

にかけてのコウノトリの生息状況を整理した。 

2012 年から 2016 年にかけて、豊岡盆地周辺の人工巣塔において形成されたペアを表 2.2.5 に

示す。また、これらの各個体の行動範囲（確認位置図）は図 2.2.3 に示すとおりである。さらに、

百合地ペアよび伊豆ペアのみの確認位置と国指定鳥獣保護区域を重ね合わせると、図 2.2.4 のよ

うになる。 

戸島では、J0391 と J0294 が継続してペアを形成している。赤石では、2015 年から J0426 と

J0017 がペアを形成している。福田では、雄個体が 2013 年に J0058 から J0020 に代わり、雌個

体が 2015 年に J0004 から J0010 に代わった。野上では、J0001 と J0362 が継続してペアを形成

している。庄境では、2013 年から J0021 と J0012 のペアを形成してきたが、2016 年に J0476 と

J0055 のペアに代わった。百合地では 2012 年以降、J0275 と J0228 がペアを形成してきたが、2016

年に J0025 と J0016 のペアに変わった。これは、J0275 が怪我により保護施設に収容されたこと

による。伊豆では、J0381 と J0296 が継続してペアを形成している。山本では、J0011 と J0399

が継続してペアを形成している。 

以上のように、戸島、赤石、野上、伊豆、山本ではペアが安定しているが、福田、庄境、百合

地ではペアを形成する個体に入れ替えが生じている。 

表 2.2.5 各人工巣塔を利用するペア 

巣塔/年 2012 2013 2014 2015 2016

戸島
♂J0391
♀J0294

♂J0391
♀J0294

♂J0391
♀J0294

♂J0391
♀J0294

♂J0391
♀J0294

赤石
♂J0426
♀J0017

♂J0426
♀J0017

福田
♂J0058
♀J0004

♂J0020
♀J0004

♂J0020
♀J0004

♂J0020
♀J0010

♂J0020
♀J0010

野上
♂J0001
♀J0362

♂J0001
♀J0362

♂J0001
♀J0362

♂J0001
♀J0362

♂J0001
♀J0362

庄境
♂J0021
♀J0012

♂J0021
♀J0012

♂J0021
♀J0012

♂J0476
♀J0055

百合地
♂J0275
♀J0228

♂J0275
♀J0228

♂J0275
♀J0228

♂J0275
♀J0228

♂J0025
♀J0016

伊豆
♂J0381
♀J0296

♂J0381
♀J0296

♂J0381
♀J0296

♂J0381
♀J0296

♂J0381
♀J0296

山本
♂J0011
♀J0399

♂J0011
♀J0399

♂J0011
♀J0399

♂J0011
♀J0399

♂J0011
♀J0399
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図 2.2.3 豊岡盆地周辺におけるコウノトリ（ペア）の確認位置 
出典：兵庫県立コウノトリの郷公園提供資料 
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図 2.2.4 百合地ペア及び伊豆ペアの確認位置と国指定鳥獣保護区域の重ね合せ 

出典：兵庫県立コウノトリの郷公園提供資料
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兵庫県立コウノトリの郷公園のデータによると、野外に生息するコウノトリの個体数は、図

2.2.5 に示すように整理される。これによると、野外での個体数が平成 20 年以降、着実に増加

していることがわかる。

3 9 11 13 13 13 13 13 16 18 21 25
0

0 0 4 10 16 21
31

37
45

55

65

0

20

40

60

80

100
個
体
数

放鳥個体 巣立ち個体 移入個体

図 2.2.5 野外に生息するコウノトリ個体数の推移 
注）兵庫県立コウノトリの郷公園ホームページに掲載さえている情報をもとに作成 

（http://www.stork.u-hyogo.ac.jp/in_situ/in_situ_ows_num/） 

② コウノトリの行動圏 

ここでは、豊岡市の調査成果（平成 28 年度コウノトリ生息地創出のための生物モニタリング

業務報告書[平成 28 年 12月、豊岡市]）を引用し、コウノトリの行動圏（MCP [Minimum Convex 
Polygon]）を整理した。 

MCP 解析は、猛禽類や哺乳類等の動物の行動圏解析においてよく用いられる手法であり、動物

の確認位置情報をもとに凸多角形で行動圏の広がりを表現するものである。100%MCP は、位置分

布情報が全て（100%）包含される範囲である。95%MCP および 50%MCP は、活動の中心点から各確

認位置までの距離のうち遠い方から 5%、50%に相当するデータを除いて凸多角形を作成したもの

である。 

戸島ペア、百合地ペア、伊豆ペアのそれぞれの確認地点から得られた 100%MCP、95%MCP、50%MCP

は図 2.2.6 に示すとおりである。 

100%MCP は、戸島ペアは円山川下流水域や六方川合流点付近の平地を含む

範囲となり、百合地ペアは巣塔、六方たんぼの北部が含まれる範囲、伊豆ペア

は出石川下流部となった。

95%MCP は、戸島ペアは巣塔、戸島湿地が含まれる範囲、百合地ペアは巣塔、

円山川、六方川が含まれる範囲、伊豆ペアは巣塔、出石川、加陽湿地が含まれ

る範囲となった。

50%MCP は、戸島ペアは巣塔、戸島湿地が含まれる範囲、百合地ペアは巣塔

と周辺の圃場が含まれる範囲、伊豆ペアは加陽湿地が含まれる範囲となった。
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図 2.2.6 戸島ペア、百合地ペア、伊豆ペアの行動圏（ＭＣＰ） 
出典：平成 28年度コウノトリ生息地創出のための生物モニタリング業務報告書[平成 28年 12月、豊岡市]
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③ コウノトリの生息環境 

ここでは、豊岡市の調査成果（平成 28 年度コウノトリ生息地創出のための生物モニタリング

業務報告書[平成 28 年 12 月、豊岡市]）を引用し、コウノトリの生息環境として特に重要な採餌

場を整理した。

コウノトリの行動圏として前出の 95％MCP とコウノトリの利用可能な場所を重ね合わせる

ことで、コウノトリの特に重要な採餌場が抽出されている。なお、コウノトリの利用可能な場所

として、表 2.2.6 に示す植生区分が与えられている。

重ね合わせの結果、図 2.2.7 に示すように、戸島ペア、百合地ペア、伊豆ペ

アのそれぞれに重要な採餌場として、戸島湿地付近、六方たんぼ北部、伊豆地

区圃場及び加陽湿地が抽出された。

表 2.2.6 コウノトリが利用可能な場所の植生区分 

群落等の名称

ツルヨシ群集

ヌマガヤオーダー

ヒルムシロクラス

ヨシクラス

河辺一年生草本群落（タウコギクラス等）

自然裸地

水田雑草群落

畑雑草群落

放棄水田雑草群落

放棄畑雑草群落

牧草地

路傍・空地雑草群落
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図 2.2.7 ９５％ＭＣＰとコウノトリが利用可能な植生区分の重ね合わせ 
出典：平成 28年度コウノトリ生息地創出のための生物モニタリング業務報告書[平成 28年 12月、豊岡市]
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④ 植物相の概要 

円山川では、国土交通省により「河川水辺の国勢調査」の一環として植物調査が定期的に実施

されている。直近の植物調査は平成 23年度に実施された（「円山川河川環境モニタリング調査業

務報告書」［平成 24 年 4月、国土交通省豊岡河川国道事務所］）。当調査では、国の直轄管理区間

内に設定されている７箇所の調査地区（図 2.2.8 参照）において、現地を踏査しながら目視によ

り生育種や生育状況が記録された。現地調査は、春季（平成 23年 6 月 7 日～10日）と秋季（平

成 23年 10 月 11 日～14 日）に実施された。 

当調査の報告書では、植物の生育状況が調査地区毎に整理されており、「St.4 堀川橋」と「St.7

伊豆橋」に対しては以下のようにまとめられている。 

「St.4 堀川橋」には、広いオギ草地やヤナギ林が分布しており、湿地性の重

要植物をはじめとして多様な生物の生育・生息環境となっているのが特徴であ

る。左岸側は主にオギ群落が広がっており、最上流の一部が採草地となってい

る。左岸側では戸牧川合流より下流側が、オギ草地内に窪地やヤナギ林などが

あり環境が多様性に富んでおり、ホソバイヌタデ、オオマルバノホロシ、タコ

ノアシなどの重要種が生育している。一方戸牧川合流より上流側は採草地など、

オギの優占する単調な環境となっている。右岸側もオギの優占する湿性草地と

なっており、ホソバイヌタデ、サデクサ、ミゾコウジュ、カワヂシャなどが生

育し、堤防のコンクリート護岸上にはメノマンネングサが群生している。

「St.7 伊豆橋」では、低水護岸が整備された河川敷草地は主にオギ群落やセ

イタカアワダチソウ群落となっていた。また、新田井堰工事に伴う一帯の整備

によりできた造成地上の低茎草地や構造物上の砂だまりにはカワヂシャやオオ

カワヂシャが群生していた。またこの造成地には秋季調査時には一年草のケイ

ヌビエ群落が広がっていた。

既存資料を収集整理した結果、生育が確認された植物は、表 2.2.7 に示すとおり 106 科 550

種であった。 
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図 2.2.8 河川水辺の国勢調査（植物相）の調査地区 

出典：「円山川河川環境モニタリング調査業務報告書」（平成 24 年 4 月、国土交通省豊岡河川国道事務所） 
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表 2.2.7(1) 確認された植物（１／１１） 
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表 2.2.7(2) 確認された植物（２／１１）
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表 2.2.7(3) 確認された植物（３／１１）
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表 2.2.7(4) 確認された植物（４／１１）
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表 2.2.7(5) 確認された植物（５／１１）
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表 2.2.7(6) 確認された植物（６／１１）
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表 2.2.7(7) 確認された植物（７／１１）
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表 2.2.7(8) 確認された植物（８／１１）
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表 2.2.7(9) 確認された植物（９／１１）
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表 2.2.7(10) 確認された植物（１０／１１）
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表 2.2.7(11) 確認された植物（１１／１１）
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⑤ 動物相の概要 

国土交通省により実施されている「河川水辺の国勢調査」のうち、哺乳類に関する直近の調査

は平成 26年度に実施された（「円山川河川環境調査業務報告書」［平成 27 年 6 月、国土交通省豊

岡河川国道事務所］）。当調査では、国の直轄管理区間内に設定されている６箇所の調査地区（図

2.2.9 参照）において、フィールドサイン法、無人撮影法、トラップ法で生息種や生息環境が記

録されている。現地調査は、春季（平成 26 年 5 月 7 日～10 日）、夏季調査（平成 26 年 6 月 24

日～27 日）、秋季（平成 26 年 9月 30 日～10 月 3日）に実施された。 

当調査の報告書では、哺乳類の生息状況が調査地区毎に整理されており、「円円豊 3（堀川橋）」

と「円出豊 1（伊豆橋）」に対しては以下のようにまとめられている。 

円円豊 3（堀川橋）は、豊岡市街地に隣接しているものの、まとまった面積

のヨシ原やヤナギ林が存在している。また、北近畿タンゴ鉄道橋梁付近（左岸）

には湿地環境が存在する。哺乳類は 5目 8科 11 種が確認された。これらの中に

は国外外来種のヌートリアとアライグマが含まれている。 

円出豊 1（伊豆橋）は、低茎及び高茎の草地環境や樹林環境が分布するなど

植生が多様である。また、河道内には砂質の裸地が広がっており、出石川の代

表的な環境をもつ地区である。哺乳類は 5目 7科 10 種が確認された。これらの

中には、国外外来種のヌートリアが含まれている。 

「河川水辺の国勢調査」のうち、鳥類に関する直近の調査は平成 26年度に実施された（「円山

川自然再生モニタリング調査業務報告書」［平成 25 年 7 月、国土交通省豊岡河川国道事務所］）。

当調査は、国の直轄管理区間の堤防上を基本として 1km 毎に調査地点が設定され（図 2.2.10 参

照）、スポットセンサス法より生息する種や生息環境が記録された。現地調査は、繁殖期（平成

24 年 6 月 6 日～8日）と越冬期（平成 24 年 12 月 17 日～19 日）に実施された。 

調査の結果、14 目 36 科 99 種の鳥類が確認されている。種数では、カワウ、

ダイサギ、アオサギ、カルガモ、ヒヨドリ、ホオジロ、カワラヒワ、スズメ、

ハシボソガラス、ハシブトガラス等の留鳥が 46 種と最も多かった。次いで、

マガモ、コガモ、ヒドリガモ、オナガガモ、ウミネコ、アトリ等の冬鳥が 42
種、さらにツバメ、オオヨシキリ等の夏鳥が 11 種であった。調査結果から、本

調査地域は主として留鳥の生息場や冬鳥の越冬場所として利用されている他、

オオヨシキリ等の夏鳥の繁殖場所等としても利用されていることが分かった。

収集した既存資料の中で生息が確認された動物を分類群毎に以下に示す。 
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図 2.2.9 河川水辺の国勢調査（両生類・爬虫類・哺乳類）の調査地区 
出典：「円山川河川環境調査業務報告書」（平成 27 年 6 月、国土交通省豊岡河川国道事務所） 
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図 2.2.10 河川水辺の国勢調査（鳥類）の調査地点 
出典：「円山川河川環境調査業務報告書」（平成 27 年 6 月、国土交通省豊岡河川国道事務所） 
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ａ．哺乳類 

既存資料を収集整理した結果、生息が確認された哺乳類は、表 2.2.8 に示すとおり 6 目 12
科 20 種であった。

表 2.2.8 確認された哺乳類 

No 綱和名 目和名 科和名 属和名 種名 資料2 資料13 H29ヒアリング等

1 哺乳綱 モグラ目（食虫目） トガリネズミ科 ジネズミ属 ジネズミ ○ ○

2 モグラ科 モグラ属 コウベモグラ ○ ○

モグラ科の一種 ○

3 コウモリ目（翼手目） ヒナコウモリ科 アブラコウモリ属 アブラコウモリ ○

コウモリ目の一種 ○ ○

4 ネズミ目（齧歯目） ネズミ科 ハタネズミ属 ハタネズミ ○

5 アカネズミ属 アカネズミ ○ ○ ○

6 カヤネズミ属 カヤネズミ ○ ○ ○

7 クマネズミ属 ドブネズミ ○

8 ヌートリア科 ヌートリア属 ヌートリア ○ ○ ○

9 ネコ目（食肉目） アライグマ科 アライグマ属 アライグマ ○

10 ジャコウネコ科 ハクビシン属 ハクビシン ○

11 イヌ科 タヌキ属 タヌキ ○ ○ ○

12 キツネ属 キツネ ○

13 イヌ属 ノイヌ ○

14 イタチ科 テン属 テン ○

15 イタチ属 チョウセンイタチ ○

16 ホンドイタチ ○

イタチ属の一種 ○

イタチ科の一種 ○

17 ネコ属 ノネコ ○

18 ウシ目（偶蹄目） イノシシ科 イノシシ属 イノシシ ○ ○ ○

19 シカ科 シカ属 ホンシュウジカ ○ ○ ○

20 ウサギ目 ウサギ科 ノウサギ属 ノウサギ ○ ○

1綱 6目 12科 19属 20種 14種 13種 13種

ｂ．鳥類 

既存資料を収集整理した結果、生息が確認された哺乳類は、表 2.2.9 に示すとおり 14 目 34
科 101 種であった。
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表 2.2.9(1) 確認された鳥類（１／２） 

注）H28 現地調査は、本業務で実施した現地調査を示す 
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表 2.2.9(2) 確認された鳥類（２／２） 

注）H28 現地調査は、本業務で実施した現地調査を示す 
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ｃ．爬虫類 

既存資料を収集整理した結果、生息が確認された哺乳類は、表 2.2.10に示すとおり 2目 6
科 10種であった。

表 2.2.10 確認された爬虫類

No 綱和名 目和名 科和名 属和名 種名 資料2 資料13

1 爬虫綱 カメ目 イシガメ科 イシガメ属 ニホンイシガメ ○ ○

2 クサガメ ○

3 ヌマガメ科 アカミミガメ属 ミシシッピアカミミガメ ○ ○

4 有鱗目 ヤモリ科 ヤモリ属 ニホンヤモリ ○ ○

5 トカゲ科 トカゲ属 ニホントカゲ ○ ○

6 カナヘビ科 カナヘビ属 ニホンカナヘビ ○ ○

7 ナミヘビ科 ナメラ属 シマヘビ ○ ○

8 アオダイショウ ○ ○

9 ジムグリ属 ジムグリ ○

10 ヒバカリ属 ヒバカリ ○

1綱 2目 6科 8属 10種 10種 7種

ｄ．両生類 

既存資料を収集整理した結果、生息が確認された両生類は、表 2.2.11に示すとおり 4科 7
種であった。

表 2.2.11 確認された両生類

No 綱和名 目和名 科和名 属和名 種名 資料2 資料13

1 両生綱 無尾目 アマガエル科 アマガエル属 ニホンアマガエル ○ ○

アカガエル科 アカガエル属 ニホンアカガエル ○

ヤマアカガエル ○

2 トノサマガエル属 トノサマガエル ○ ○

3 アメリカアカガエル属 ウシガエル ○ ○

4 ツチガエル属 ツチガエル ○

5 ヌマガエル科 ヌマガエル属 ヌマガエル ○

6 アオガエル科 アオガエル属 シュレーゲルアオガエル ○

モリアオガエル ○

7 カジカガエル属 カジカガエル ○

1綱 1目 4科 7属 7種 7種 6種

ｅ．魚類 

既存資料を収集整理した結果、生息が確認された魚類は、表 2.2.12に示すとおり 16目 40
科 100種であった。
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表 2.2.12(1) 確認された魚類（１／２）
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表 2.2.12(2) 確認された魚類（２／２）

ｆ．底生動物 

既存資料を収集整理した結果、生息が確認された底生動物は、表 2.2.13に示すとおり 5門
9綱 26目 155科 493種であった。
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表 2.2.13(1) 確認された底生動物（１／７）
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表 2.2.13(2) 確認された底生動物（２／７）
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表 2.2.13(3) 確認された底生動物（３／７）
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表 2.2.13(4) 確認された底生動物（４／７）
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表 2.2.13(5) 確認された底生動物（５／７）
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表 2.2.13(6) 確認された底生動物（６／７）
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表 2.2.13(7) 確認された底生動物（７／７）

ｇ．陸上昆虫類 

既存資料を収集整理した結果、生息が確認された陸上昆虫類は、表 2.2.14に示すとおり 18
目 199科 1,207種であった。
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表 2.2.14(1) 確認された陸上昆虫類（１／２３）
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表 2.2.14(2) 確認された陸上昆虫類（２／２３） 
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表 2.2.14(3) 確認された陸上昆虫類（３／２３） 
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表 2.2.14(4) 確認された陸上昆虫類（４／２３） 
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表 2.2.14(5) 確認された陸上昆虫類（５／２３） 
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表 2.2.14(6) 確認された陸上昆虫類（６／２３） 
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表 2.2.14(7) 確認された陸上昆虫類（７／２３） 
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表 2.2.14(8) 確認された陸上昆虫類（８／２３） 
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表 2.2.14(9) 確認された陸上昆虫類（９／２３） 
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表 2.2.14(10) 確認された陸上昆虫類（１０／２３） 
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表 2.2.14(11) 確認された陸上昆虫類（１１／２３） 
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表 2.2.14(12) 確認された陸上昆虫類（１２／２３） 
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表 2.2.14(13) 確認された陸上昆虫類（１３／２３） 
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表 2.2.14(14) 確認された陸上昆虫類（１４／２３） 
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表 2.2.14(15) 確認された陸上昆虫類（１５／２３） 
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表 2.2.14(16) 確認された陸上昆虫類（１６／２３） 
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表 2.2.14(17) 確認された陸上昆虫類（１７／２３） 
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表 2.2.14(18) 確認された陸上昆虫類（１８／２３） 
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表 2.2.14(19) 確認された陸上昆虫類（１９／２３） 

- 69 -



復建調査設計株式会社

表 2.2.14(20) 確認された陸上昆虫類（２０／２３） 
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表 2.2.14(21) 確認された陸上昆虫類（２１／２３） 
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表 2.2.14(22) 確認された陸上昆虫類（２２／２３） 
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表 2.2.14(23) 確認された陸上昆虫類（２３／２３） 
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３．国指定鳥獣保護区及び特別保護地区の区域図データ等作成

3.1 作成内容

円山川中・下流域におけるコウノトリ等の保全を図るために必要な区域について、発注者

から提供される情報を GIS 化し、下記に記載された区域図のデータを作成した。 

3.1.1 位置図

位置図として、国指定鳥獣保護区予定区域を赤色実線で囲み、特別保護地区予定区域を赤

色斜線で示す平面図を作成した。背景には国土地理院が公開している「地理院地図（電子国

土 Web）」を使用し、縮尺は 20万分の 1とした。なお、既存指定区域部分も同図面上に同様

の方法で記載した。 

3.1.2 区域図

区域図として、国指定鳥獣保護区予定区域を赤色実線で、特別保護地区予定区域を赤色斜

線、国立公園の区域を緑色斜線で示す区域図のデータを作成した。背景には国土地理院が公

開している「地理院地図（電子国土 Web）」を使用し、縮尺は 6 万分の 1 とした。なお、既

存指定区域部分も同図面上に同様の方法で記載した。 

3.1.3 区域説明図

区域図を文言表現する際に必要な境界に関する情報を、上記で作成した区域図に示す平面

図を作成した。 

3.2 作成した図面

3.2.1 位置図

作成した鳥獣保護区域及び特別保護地区の位置図は、図 3.2.1 及び図 3.2.2 に示すとおり

である。 

3.2.2 区域図

作成した区域図は、図 3.2.3 に示すとおりである。 

3.2.3 区域説明図

区域図案の文言表現は表 3.2.1 に示すとおりである。これに対応する区域説明図は、図

3.2.4 及び図 3.2.5 に示すとおりである。 
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図 3.2.1 国指定鳥獣保護区域及び特別保護区域の位置図 
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図 3.2.2 国指定鳥獣保護区域及び特別保護区域の位置図 
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図 3.2.3 国指定鳥獣保護区域及び特別保護区域の区域図 
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図 3.2.4 国指定鳥獣保護区域及び特別保護区域の区域説明図（広域図） 
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図 3.2.5(1) 国指定鳥獣保護区域及び特別保護区域の区域説明図（詳細図１） 
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図 3.2.5(2) 国指定鳥獣保護区域及び特別保護区域の区域説明図（詳細図２） 
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表 3.2.1(1) 円山川鳥獣保護区 区域境界線（案）（1／3） 

新番号 境界線の説明 

1-2 円山川の国管理区間界（下流端右岸）から気比ノ浜の汀線との交点に至る区間界

2-3 気比ノ浜の汀線から田結川右岸に至る汀線界

3-4 田結川右岸から県道久美浜気比線に至る河川敷界

4-5 県道久美浜気比線から田結字サゴ谷 1321-1 の南端に至る道路（県道久美浜気比線）敷界

5-6 田結字サゴ谷 1321-1 の南端から同 1322-1 の北端に至る地番界

6-7 田結字サゴ谷 1322-1 の北端から同字寺谷 1327 の南西端に至る水田地類界

7-8 田結字寺谷 1327 の南西端から県道久美浜気比線に至る地番界

8-9 県道久美浜気比線から田結字カヤノ 1409 南西端に至る地番界

9-10 田結字カヤノ 1409 の南西端から県道久美浜気比線に至る水田地類界

10-11 県道久美浜気比線から田結字カヤノ 1404-1 と同 1418 との境界線に至る道路（県道久美浜気比線）敷界

11-12 田結字カヤノ 1404-1 と同 1418 との境界線から水田地類界に至る地番界

12-13 水田地類界から田結字熊ノ畑 1266-2 の北東端に至る水田地類界

13-14 田結字熊ノ畑 1266-2 の北東端から水田地類界に至る地番界

14-15 水田地類界から田結字鳥ヶ本 1078 の北端に至る水田地類界

15-16 田結字鳥ヶ本 1078 の北端から農道に至る地番界

16-17 農道から水田地類界に至る地番界

17-18 水田地類界から田結字久西 452-1 の北東端に至る水田地類界

18-19 田結字久西 452-1 の北東端から田結川左岸に至る地番界

19-20 田結川左岸から田結橋南詰に至る河川敷界

20-21 田結橋南詰から県道久美浜気比線に至る道路（私道）敷界

21-22 県道久美浜気比線から気比川右岸に至る道路（県道久美浜気比線）敷界

22-23 気比川右岸から気比字崩シ 239-5 北端に至る河川敷界

23-24 気比字崩シ 239-5 北端から市道気比三原線に至る山林地類界

24-25 市道気比三原線から気比字溝谷 285 の北端に至る道路（市道）敷界

25-26 気比字溝谷 285 の北端から同字宮代 783 の北端に至る水田地類界

26-27 気比字宮代 783 の北端から水田地類界に至る地番界

27-28 水田地類界から気比字宮代 769 の北東端に至る水田地類界

28-29 気比字宮代 769 の北東端から水田管理道路に至る地番界

29-30 水田管理道路から水田地類界に至る道路（水田管理道路）敷界

30-31 水田地類界から気比川右岸に至る水田地類界

31-32 気比川右岸から気比字伏津 841 の北西端に至る河川敷界

32-33 気比字伏津 841 の北西端から気比川右岸に至る水田地類界

33-34 気比川右岸から気比字寒浪 891 の西端に至る河川敷界

34-35 気比字寒浪 891 の西端から気比川右岸に至る山林地類界

35-36 気比川右岸から農道に至る河川敷界

36-37 農道から県道香美久美浜線との交点に至る道路（農道）敷界

37-38 県道香美久美浜線から気比川右岸に至る道路（県道香美久美浜線）敷界
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表 3.2.1(2) 円山川鳥獣保護区 区域境界線（案）（2／3） 

新番号 境界線の説明 

38-39 気比川右岸から市道畑上向住線に至る河川敷界

39-40 市道畑上向住線から市道金鋼寺畑上線に至る道路（市道畑上向住線）敷界

40-41 市道金鋼寺畑上線から県道豊岡竹野線に至る道路（市道金鋼寺畑上線）敷界

41-42 県道豊岡竹野線から畑上字ミサビ谷 39 の北西端に至る道路（県道豊岡竹野線）敷界

42-43 畑上字ミサビ谷 39 の北西端から同 41 の南西端に至る水田地類界

43-44 畑上字ミサビ谷 41 の南西端から県道豊岡竹野線に至る地番界

44-45 県道豊岡竹野線から県道香美久美浜線に至る水田地類界

45-46 県道香美久美浜線から県道久美浜気比線に至る道路（県道香美久美浜線）敷界

46-47 県道久美浜気比線から市道気比三原線に至る道路（県道久美浜気比線）敷界

47-48 市道気比三原線から気比川左岸に至る道路（市道気比三原線）敷界

48-49 気比川左岸から県道久美浜気比線に至る河川敷界

49-50 県道久美浜気比線から市道気比浜線に至る道路（県道久美浜気比線）敷界

50-51 市道気比浜線から県臨港道路に至る道路（市道気比浜線）敷界

51-52 県臨港道路から気比字絹巻 4001-168 に至る道路（県臨港道路）敷界

52-53 気比字絹巻 4001-168 から円山川の国管理区間界に至る地番界

53-54 円山川の国管理区間界から円山川右岸の距離標 2.4km 地点に至る区間界

54-55 円山川右岸の距離標 2.4km 地点から円山川の国管理区間界に至る楽々浦湾の汀線界

55-56 円山川の国管理区間界から県道豊岡竹野線に至る区間界

56-57 県道豊岡竹野線から市道深原線に至る道路（県道豊岡竹野線）敷界

57-58 市道深原線から豊岡市立ハチゴロウの戸島湿地の境界線に至る道路（市道深原線）敷界

58-59 豊岡市立ハチゴロウの戸島湿地の境界線から水田管理道路に至る豊岡市立ハチゴロウの戸島湿地の境界

線界

59-60 水田管理道から円山川右岸距離標 4.2km 地点に至る道路（水田管理道）敷界

60-61 円山川右岸距離標 4.2km 地点から国道 312 号に至る区間界

61-62 国道 312 号から六方川の兵庫県指定区間界(左岸)に至る道路（国道 312 号）敷（除）界

62-63 六方川の兵庫県指定区間界(左岸) 

63-64 六方川の兵庫県指定区間界(左岸)から中谷字榎木 42 の南西端に至る地番界

64-65 中谷字榎木 42 の南西端から同 42 の北西端に至る地番界

65-66 中谷字榎木 42 の北西端から河谷字ハシノ 401-2 の南東端に至る地番界

66-67 河谷字ハシノ 401-2 の南東端から同 596 の南東端に至る地番界

67-68 河谷字ハシノ 596 の南東端から大篠岡字竹ヶ花 961-3 の南西端に至る地番界

68-69 大篠岡字竹ヶ花 961-3 の南西端から同 961-3 の北西端に至る地番界

69-70 河谷字ハシノ 596-4 の北西端から同 408-1 の南西端に至る地番界

70-71 河谷字ハシノ 408-1 の南西端から河谷字セリノ 355 の南西端に至る地番界

71-72 河谷セリノ 355 の南西端から河谷字口戸 386 の南西端に至る地番界

72-73 河谷字口戸 386 の南西端から同 376 の北西端に至る地番界

73-74 河谷字口戸 376 の北西端から河谷字セリノ 338 の北西端に至る地番界
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表 3.2.1(3) 円山川鳥獣保護区 区域境界線（案）（3／3） 

新番号 境界線の説明 

74-75 河谷字セリノ 338 の北西端から同 321 の南端に至る地番界

75-76 河谷字セリノ 321 の南端から同 321 の南西端に至る地番界

76-77 河谷字セリノ 321 の南西端から百合寺字セリノ 372 の北端に至る地番界

77-78 百合地字セリノ 372 の北端から百合地字セリノ 356 の南西端に至る地番界

78-79 百合地字セリノ 356 の南西端から立野字下宮道 1205 の南西端に至る地番界

79-80 立野字下宮道 1205 の南西端から同 1193-3 の南西端に至る地番界

80-81 立野字下宮道 1193-3 の南西端から円山川の国管理区間界に至る地番界

81-82 円山川の国管理区間界から出石町伊豆字ウグイ 1298-2 の南西端に至る区間界

82-83 出石町伊豆字ウグイ 1298-2 の南西端から同 1298-1 の南東端に至る地番界

83-84 出石町伊豆字ウグイ 1298-1 の南東端から出石町伊豆字大保恵 1093-1 の北西端に至る地番界

84-85 出石町伊豆字大保恵 1093-1 の北西端から倉見字地蔵田 815 の南端に至る地番界

85-86 倉見字地蔵田 815 の南端から同 816 の南西端に至る地番界

86-87 倉見字地蔵田 816 の南西端から同 816 の北西端に至る地番界

87-88 倉見字地蔵田 816 の北西端から倉見字中連下 762 の北東端に至る地番界

88-89 大字倉見 762 の北東端から倉見字貝田 736-2 の北西端に至る地番界

89-90 倉見字貝田 736-2 の北西端から六方川の兵庫県指定区間界(左岸)に至る地番界

90-91 六方川の兵庫県指定区間界(左岸) 

91-92 六方川の兵庫県指定区間界(左岸)から出石町伊豆字城縄手 360-2 の北東端に至る地番界

92-93 出石町伊豆字城縄手 360-2 の北東端から同 360-2 の南東端に至る地番界

93-94 出石町伊豆字城縄手 360-2 の南東端から円山川の国管理区間界に至る地番界

94-95 円山川の国管理区間界から県道香住大谷線に至る区間界

95-96 県道香住大谷線界から円山川の国管理区間界に至る道路（県道香住大谷線）敷界

96-97 円山川の国管理区間界から農道に至る区間界

97-98 農道から円山川の国管理区間界に至る道路（農道）敷界

98-99 円山川の国管理区間界から一日市戸尻 1645-1 の北東端に至る区間界

99-100 一日市戸尻 1645-1 の北東端から円山川左岸の距離標 9.0km 地点に至る直線

100-101 円山川左岸の距離標 9.0km 地点から桃島川の兵庫県指定区間界（右岸）に至る区間界

101-102 桃島川の兵庫県指定区間界から円山川の国管理区間界に至る湖岸線界

102-103 円山川の国管理区間界

103-1 円山川の国管理区間界（下流域左岸）から円山川の国管理区間界（下流端右岸）に至る区間界
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４．ラムサール条約登録予定区域図データ作成

4.1 作成内容

4.1.1 地元調整用区域図作成

前出の国指定鳥獣保護区鳥獣保護区及び特別保護地区の区域図に、ラムサール条約登録予

定区域をこげ茶色の実線で示す平面図を作成した。なお、既存指定区域も同図面上に同様の

方法で記載した。 

4.1.2 条約登録用区域図作成

黒実線で周囲を囲み、方位及び縮尺を示すものとする。タイトルは「ラムサール条約湿地

区域図 円山川下流域・周辺水田」とした。

4.2 作成した図面

作成した区域図は、図 4.2.1 及び図 4.2.2 に示すとおりである。 
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図 4.2.1  ラムサール条約登録予定区域 地元調整用区域図 
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図 4.2.2(1)  ラムサール条約湿地区域図 円山川下流域・周辺水田（広域図） 
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社図 4.2.2(2)  ラムサール条約湿地区域図 円山川下流域・周辺水田（詳細図①） 
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図 4.2.2(3)  ラムサール条約湿地区域図 円山川下流域・周辺水田（詳細図②） 
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５．面積の算出

5.1 面積算出の対象

区域内における下記区分別の面積を GIS により算出した。なお、面積の単位はヘクタールと

し、小数点第一位までを算出した。また、下記区分を鳥獣保護区、特別保護地区、ラムサール区

域ごとに算出する。

・地域区分

・国立公園区分

・地目区分

・所有者区分

5.2 面積算出結果

鳥獣保護区及び特別保護地区内の各種面積算出結果は、表 5.2.1 に示すとおりである。また、

ラムサール登録予定区域内の各種面積算出結果は、表 5.2.2 に示すとおりである。 
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表 5.2.1 鳥獣保護区域及び特別保護地区内の各種面積算出結果 

◆形態別面積内訳

550 ha 534 ha 1,084 ha 125 ha 236 ha 361 ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

78 ha 252 ha 330 ha 73 ha 230 ha 303 ha - ha - ha - ha

316 ha 240 ha 556 ha 31 ha - ha 31 ha - ha - ha - ha

156 ha 42 ha 198 ha 21 ha 6 ha 27 ha - ha - ha - ha

◆所有別面積内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国有地 1 ha - ha 1 ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

1 ha - ha 1 ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

6 ha 14 ha 20 ha 5 ha 14 ha 19 ha - ha - ha - ha

1 ha - ha 1 ha 0 ha - ha 0 ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

1 ha - ha 1 ha 0 ha - ha 0 ha - ha - ha - ha

6 ha 14 ha 19 ha 5 ha 14 ha 19 ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

6 ha 14 ha 19 ha 5 ha 14 ha 19 ha - ha - ha - ha

227 ha 280 ha 507 ha 89 ha 222 ha 311 ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

227 ha 280 ha 507 ha 89 ha 222 ha 311 ha - ha - ha - ha

316 ha 240 ha 556 ha 31 ha - ha 31 ha - ha - ha - ha

550 ha 534 ha 1,084 ha 125 ha 236 ha 361 ha - ha - ha - ha

◆他法令による規制区域

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

333 ha - ha 333 ha 42 ha - ha 42 ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

180 ha - ha 180 ha 39 ha - ha 39 ha - ha - ha - ha

153 ha - ha 153 ha 3 ha - ha 3 ha - ha - ha - ha

- ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha - ha

（注）

４．「所有者別内訳」の保安林については、森林法第25条第１項各号の目的別に面積を記載する。

５．「他の法令による規制区域」については、自然環境保全法に基づく指定地域（国指定自然環境保全地域及び都道府県指定自然
環境保全地域）、自然公園法に基づく指定地域（国立公園、国定公園及び都道府県立自然公園）、文化財保護法に基づき区域指定
地域されている地域のいずれかに該当する場合に、それら規制区域ごとに名称と面積を記入する。

拡大（縮小）後の面積 既 存 面 積 拡大（縮小）面積

１．ヘクタール単位とし、原則として小数点以下を四捨五入する。

３．「形態別内訳」の水面については、干潟の面積を内数で〈　〉書きで記入する。

拡大（縮小）後の面積

総面積

林　野

農耕地

水  面

その他

鳥獣保護区 特別保護地区 特別保護指定区域
既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積 既 存 面 積 拡大（縮小）面積

保安林

鳥獣保護区 特別保護地区 特別保護指定区域
既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積 既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積 既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積

国有林

林野庁所管

　　　　　　　　制限林

砂防指定地

その他

普通林

文部科学省所管

国有林以外の国有地

保安林

　　　　　環境省所管

地方公共団体有地

都道府県有地

制限林地

保安林

砂防指定地

その他

普通林地

その他

市町村有地等

制限林地

公有水面

砂防指定地

その他

普通林地

その他

私有地等

制限林地

保安林

砂防指定地

その他

普通林地

その他

普通地域

計

鳥獣保護区 特別保護地区 特別保護指定区域
既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積 既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積 既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積

自然環境保全法による地域

特別地域

２．面積の精査により、数値の変更があった場合は、精査前の面積を既存面積の項に（　）書きで上段に記載する。

自然公園法による地域

特別保護地区

特別地域

普通地域

文化財保護法による地域
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表 5.2.2 ラムサール登録予定区域内の各種面積算出結果

◆形態別面積内訳

560 ha 534 ha 1,094 ha

- ha - ha - ha

88 ha 252 ha 340 ha

316 ha 240 ha 556 ha

156 ha 42 ha 198 ha

◆所有別面積内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国有地 - ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

5 ha 14 ha 19 ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

5 ha 14 ha 19 ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

5 ha 14 ha 19 ha

239 ha 280 ha 519 ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

239 ha 280 ha 519 ha

316 ha 240 ha 556 ha

560 ha 534 ha 1,094 ha

◆他法令による規制区域

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

- ha - ha - ha

333 ha - ha 333 ha

- ha - ha - ha

180 ha - ha 180 ha

153 ha - ha 153 ha

- ha - ha - ha

（注）

ラムサール登録予定区域
既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積

ラムサール登録予定区域
既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積

総面積

林　野

農耕地

水  面

その他

　　　　　環境省所管

国有林

林野庁所管

　　　　　　　　制限林

保安林

砂防指定地

その他

普通林

文部科学省所管

国有林以外の国有地

砂防指定地

地方公共団体有地

都道府県有地

制限林地

保安林

砂防指定地

その他

普通林地

その他

市町村有地等

制限林地

保安林

計

その他

普通林地

その他

私有地等

制限林地

保安林

砂防指定地

その他

普通林地

その他

公有水面

自然環境保全法による地域

特別地域

普通地域

自然公園法による地域

ラムサール登録予定区域
既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積

３．「形態別内訳」の水面については、干潟の面積を内数で〈
〉書きで記入する。

４．「所有者別内訳」の保安林については、森林法第25条第１項
各号の目的別に面積を記載する。

５．「他の法令による規制区域」については、自然環境保全法に
基づく指定地域（国指定自然環境保全地域及び都道府県指定自然
環境保全地域）、自然公園法に基づく指定地域（国立公園、国定
公園及び都道府県立自然公園）、文化財保護法に基づき区域指定
地域されている地域のいずれかに該当する場合に、それら規制区
域ごとに名称と面積を記入する。

２．面積の精査により、数値の変更があった場合は、精査前の面
積を既存面積の項に（　）書きで上段に記載する。

特別保護地区

特別地域

普通地域

文化財保護法による地域

１．ヘクタール単位とし、原則として小数点以下を四捨五入す
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リサイクル適性の表示：印刷用の紙にリサイクルできます

 この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準

にしたがい、印刷用の紙へのリサイクルに適した材質［A ランク］のみを用いて作製し

ています。


